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ルド・スタンダードになった」（Sackett, Rosenberg, Muir Gray, Haynes, & 

















ます。重要なことはエビデンスの全体です」（“How Can We Improve,” para. 
3）。個人の研究者または研究チームとして、我々は自分が発見・観察したこと





























































hemofiltration（HVHF）］の使用に関連します（Borthwick et al., 2013）。収集
されたエビデンスを統合すると、敗血症を持つ重症患者の治療にHVHF の使
用を推奨できるほどエビデンスがないことが示されています。この治療方法は
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調べました（Wilson, Lipsey, & Soydan, 2003）。結局、主流の集団に対して効
果的であったプログラムは少数民族に対しても効果的でした。ここで、少数民
族はアメリカの二つの主要な少数集団であるアフリカ系アメリカ人［黒人］と
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